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１ お花見交流会レポート     

中西信廣 

 

今日は、我ら「友に会」の総会と、お花見交流会の日である。 

・・・が、部屋から外へ出ると寒いし、風も強い、 

空も泣き出しそうなどんよりした雲が在り、これはちょっと危

ないかもと、心配になる。 

総会が終わり、道後公園に行く予定が、やはり中止となり、総

会と同じ場所で行うこととなった。 

乾杯の後、腹ごしらえと、ジュースを飲み、弁当を食べた。 

今日は、ゲームも、クイズも無しだが、ワイワイ、ガヤガヤで、

話も弾んでいたようである。 

ベー（中西のあだ名）も、皆に会いに、グルグルと、席を回っ

た。 

皆も、通訳の方を介して話の花が咲いていた。 

ベーも、もっと手のひらが記が読めたらよいと思った。 

部屋は、部屋で、移動がしやすく、皆と話が出来るのは良いが、

やはり、花見は、外がいい。 

今回は、風が強くこられなかった会員もいる。 
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来年は、暖かい太陽の下で花見がしたいものである。 

宴会は、和やかにおわり、理事長の、万歳三唱で、お開きとな

った。 

楽しかった、お花見交流会、お疲れ様でした。 

 

２ お知らせ               

「佐々木悦子さんが特集でテレビ放送されました」 

 １月１７日（木）夕方に放送の「キャッチあい」（あいテレビ）

で、盲ろう者佐々木悦子さんを取材した特集「盲ろうを生きる

女性」が放送されました。 

 佐々木さんのビーズ作品を文化祭で販売する様子や、デイサ

ービスや地域の小学校での福祉授業の様子などが紹介されまし

た。また、盲ろう者の生活は困難が多く、福祉制度や地域の支

えが必要であるということが説明され、佐々木さんは手芸作品

を通して、盲ろう者の存在を訴え続けていると締めくくられま

した。 

 

「佐々木さんに聞きました」 

福祉学習で学校に行ったとき、女の子から「死にたい」と相

談を受けました。「笑顔で明るく接すれば、皆が優しくしてくれ
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るよ。死にたいという思いは捨ててくださいね。」と話したら、

「分かりました。そうします。ありがとう」と答えてくれまし

たよ。 

 

 

 

「佐々木さんの特集番組を見て」真鍋法子 

 佐々木悦子さんのテレビ放送を、私も家族と拝見しました。

私は見えないけれど、姉に手書きで伝えてもらいました。 

 姉は「耳も目も不自由なのに、いろいろなんでもできるし、

不思議だね。」と話していました。 

 私が悦子さんを知ったのは、１２年くらい前だと思います。

当時、私は点字を習っていましたが、その点訳講師が、盲ろう

者友の会に行って、悦子さんに会った話をしてくれました。耳

が聞こえないうえに中途で目を悪くした悦子さん。でもミシン

縫いもできるし、編み物もできるし、素晴らしい盲ろう者です

よね。すごいですね。 

 悦子さん、強く生きていきましょうね。私も

強く生きていきます。 

 

 

 



Ｐａｇｅ- 5 
 

３ 平成２５年度 行事予定       

◎６月３０日（日）ピクニック旅行 

  美味しく作って美味しく食べよう！ 

「石釜ピザ、じゃこてん手作り体験の

旅」 

■期日  平成 25年 6月 30日(日) 

■旅程 

JR松山駅（９：００）→ 双海町石釜香房みどりにてピザの 

手作り体験（１０：００～１２：００）  

→ 保内 → オープンしたばかりの八幡浜道の駅 

「みなっと」で海産物ショッピング（１３：３０）      

谷本かまぼこ店でじゃこてん作り体験（～１５：００） 

→JR八幡浜駅→伊予 SA→JR松山駅（１７：００） 

■乗車場所 

JR松山駅 （帰りは JR八幡浜駅と JR松山駅） 

■参加費(バス代および実習体験費用込み)会員 4000 円 一般

 4500円 

■お申し込み(〆切り６／２０) 
 

◎第１６回全国盲ろう者大会（千葉） 

 ８月２３日～２５日 ※申込み締め切りました 

 

◎レクレーション交流会（宇和島） 

  ９月８日（日）予定 

※通訳・ガイドヘルパー養成研修参加の皆さんとゲーム等で交

流します。 
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◎中四国盲ろう者大会（鳥取） 

  １１月９日～１０日 

  ※皆さん、ぜひご参加を！来年度は松山大会です。 

 

◎盲ろう忘年会 現任研修会参加の皆さんと合同忘年会 

日時：１２月１４日(土)  

 

 

 
４ 編集後記                      

 

‐‐冬から春、そして、夏へ……。 

今年は特に寒暖の変化が激しく、気孔が安定しない日が続いて

いたかと思いますが、みなさんはいかがお過ごしでしょうか。 

特に３月から４月にかけては、２ヶ月近くも暖かさを先取りし

た日があったかと思えば、霜が降りるほどに冷え込んだりと、

体調管理に悩まされた方も少なくはないのではないでしょうか。 

かく言うわたしも体調が安定せず、ごまかしごまかし過ごして

おりました。 

しかし、そんな中でもふと感じる季節の移り変わり。 

柔らかかった日差しが少しずつ強くなって、風が運んでくる匂

いにも昨日まではなかったものが。 

別に何でもないことではあるのでしょうが、ふと気づけた瞬間

にわけもなく嬉しくなることってありませんか。 



Ｐａｇｅ- 7 
 

こうした発見が、単調な繰り返しになりがちな日々の暮らしに

彩を添えてくれています。 

みなさんはどうですか。           

楽しいこと。嬉しいこと。自分だけの大切にしておくのも良い

ですが、もし、それじゃあもったいないと思ったら、どうか積

極的に周りの人に伝えてあげてください。 

きっと、一人で抱えているよりもずっと楽しくなるは

ずです。 

このもうろうの木もそんな情報の発信源になれば幸い

です。 

 

もうろうの木 編集長 

林 弘之 

２０１３年６月２２日 
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